
(町の人口)

男 6，626人 (+26) 

女 6，280人(+14) 

計 12，906人 (+40) 

世帯数 4，359戸(+14) 

6月1日現在。()内は前月比

'‘ 
町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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総合健診を受診して..
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7月のこよみ....

下水道シリーズ..

みんなの広場-

あしらせ・・・・

保健衛生だより

-
・
・
・
・
お
も
な
内
容
.
.
.
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.
 

き
野外訓練のあと

楽しし、ひとと
昭，和，町，リ，ハ，ビ，リ，教，室

町のリハビリ教室に参加しているみなさんを対象としだ、年に一

度の野外訓練ガ、 5月30日、白州町の駒自然センターで行われました。

この日はあいにくの雨でしだが、訓練の終わつだ後はやまめ釣りや

/¥-ベキューをして、楽しい一日を過ごしました。

リハビリ教室は、月に2回、町総合会館の機能訓練室で行われて

いますが、現在9人の方がこの教室に通っています。リハビリは、

自分の体にあった訓練を専門の先生の指導で行っています。

厳しい訓練の後の和気あいあいとし定ひとときや、この野外訓練

などが、より一層み芯さんのふれあいを深めているようです。



健診は健康管理のスタートライン

総
合
健
診
の
結
果
を

毎
日
の
健
康
づ
く
り
区
生
か
し
ま
し
ょ
う

町
で
は
、
今
年
も
七
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
十
三
日
間
、
町
の
総
合
会
館
や
各
地
区
の

公
会
堂
な
ど
で
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
に
総
合
健
診
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
ま
す
、
か
、
受
診
者
も
年

々
増
加
し
、
昨
年
は
二
千
二
百
二
十
七
人
の
方
々
が
受
診
さ
れ
る
な
ど
、
毎
年
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
農
協

(
J
A
)
の
健
診
と
一
体
巳
な
つ
だ
こ
と
や
、
健
診
内
容
の
充
実
、
ま

た
愛
育
会
・
栄
養
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん
の
組
織
を
あ
げ
て
の
協
力
な
ど
に
よ
り
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
健
康
に
関
す
る
意
識
、
が
高
ま
っ
た
だ
め
で
し
ょ
う
。

健
康
は
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
す
ん
で
健
診
を
受
け
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
模
査
結
果
に
応
じ
て
生
活
習
慣
の
軌
道
修
正
を
す
る

な
ど
、
毎
年
行
わ
れ
る
健
診
を
毎

B
の
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

結果報告会の日程

実施日 午前9時~ 午後1時~ 会場

8月21日(金) 要精検の方~ 
8月24日(月) 要精検の方 要精検の方 日百

8月25日(火) 西条二区 西条条 一区 手口
西新田 田T

8月26日制 十甲 越 築紙地漉新阿原居

8月27日(木) 河東 中島 飯喰 ・河西
4E2コh 

z会z、
8月28日(金) 清水新居 上河東 東 館上河二区

8月29日(土) 要精検の方~ 

'
L
V
 

本少働
き
盛
り
の

男
性
の
受
診
率

昨年度(H3年度)の健診結果から

・・ 年齢別・男女別受診者数 ーー

一
②

左
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

4
l

昨
年
度
の
受
診
者
を
年
齢
別
・
男
女
別

υ

に
表
し
た
も
の
で
す
。
全
受
診
者
二
千
点

二
百
二
十
七
人
中
、
男
女
別
に
み
る
と
平

男
性
は
七
百
八
十
七
人
で
=
一
五
・

三
パ

b

1

セ
ン
ト
、
女
性
は
一
千
四
百
四
十
人
必

で
六
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
刺

ま
す
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
四
十
歳
代
・
広

三
十
歳
代
・
五
十
歳
代
の
順
に
多
く
、

三
十
歳
代
・
四
十
歳
代
の
方
だ
け
で
受

診
者
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
み
る
と
、
働
き
盛
り
の
男

性
の
受
診
率
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

園

口
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受
診
者
の

約
九
割
、
が
要
注
意

下
の
図
は
、
昨
年
行
っ
た
基
本
健
康

診
査
(
血
液
・
尿
・
血
圧
・

心
電
図
・

眼
底
・
内
科
)
の
結
果
で
す
。

こ
の
結
果
、
何
ら
か
の
異
常
が
あ
る

と
言
わ
れ
た
人
が
全
体
の
八
八
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
受
診
者
の
約
九
割

の
人
が
、
健
康
上
注
意
を
要
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
異

常
の
内
訳
は
、
肥
満
・
高
血
圧

・
貧
血
・

高
脂
血
症
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
日
常
生
活
を
見

直
し
修
正
す
る
な
か
で
改
善
さ
れ
る
も

の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
健
診
結
果
か
ら
、

自
分
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
り
、
今
後

の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

死
亡
原
因
の

第
一
位
は
ガ
ン

早
期
発
見
が
大
切
で
す

ー
昨
年
度
の
結
果
f

)

不
治
の
病
と
い
わ
れ
た
が
ん
も
、
早

期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
百
パ
ー
セ
ン

ト
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
胃
が
ん
・
肝
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

の
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
み
な
さ
ん
の
受
診
率
は
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
検
診
を
積
極
的
に
受
け
、

昨年度の

基本健診判定結果

要治療
57人 (2.5%)

早
期
発
見
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
検
診
の
結
果
で
精
密
検
査

な
ど
の
指
導
を
受
け

て
も
、

「
忙
し

い
」
と
か

「
何
か
言
わ
れ
る
の
が
怖

い
」

な
ど
の
理
由
で
、
そ
の
後
の
検
査
を
受

け
な
い
人
が
昭
和
町
で
は
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
こ
れ
で
は
、
検
診
の
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
精
密
検
査
と
言
わ
れ
た

ら
必
ず
指
示
に
従
い
、
安
心
し
て
日
々

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

胃がん横診

受32者数

2.227人
(100%) 

肝がん横診大腸がん横診

歯
も
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
ガ
必
要
で
す

年
を
と
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
健
康
の
第

一
歩

で
す
。
歯
肉
炎
や
歯
槽
の
、
つ
ろ
う
な
ど

の
歯
周
病
を
早
く
発
見
す
る
た
め
、
町

で
は
、
昨
年
よ
り
総
合
健
診
の
中
へ
歯

科
検
診
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、

五
百
九
十
二
人
の
方
が
受
診
し
、
歯
周

疾
患
の
あ
る
方
が
約
六
割
と
な
り
ま
し

た
が
、
特
に
男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
何
ら
か
の
処
置
が
必
要
な

方
は
約
九
割
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
指

導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

歯
の
健
康
に
も
関
心
を
持
ち
、
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

肺がん横診子宮がん模診

健
診
結
果

前
チ
J

を
生
か
し
て

F
勾

.1

一

自
分
自
身
の

i
d

健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

「人
生
八
十
年
時
代
」
の
今
日
、
高
齢

化
に
判

っ
て
増
え
て
き
た
の
が
、
「
成

人
病
」
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
す
。
成
人

病
は
、

二
度
か
か
る
と
完
全
に
治
る
こ

と
は
な
く
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
何
よ
り
も
予
防
が
大
切

な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
成
人
病
の
芽
を

い
ち
早
く
見
つ
け
、
つ
み
と
っ
て
し
ま

う
た
め
に
健
診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
健
診
を
受
け
た
だ
け
で
は
音
山

昧
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
報
告
会
に
は

必
ず
出
席
し
、
少
し
で
も
異
常
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
医
師
の
指
導
を
受
け
る
と

と
も
に
、
今
日
か
ら
で
も
食
生
活
、
運

動
、
ス
ト
レ
ス
、
飲
酒
、
タ
バ

コ
な
ど
、

ご
く
身
近
な
生
活
習
慣
か
ら
改
善
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

健
診
で
現
在
の
か
ら
だ
の
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
を
生
活
改
善
に
生
か

し
て
こ
そ
、
よ
り
健
康
な
明
日
が
約
束

さ
れ
る
の
で
す
。

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
健
診
結

果
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
人
生
八

十
年
時
代
を
い
つ
ま
で
も
若
く
元
気
に

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

平成4.7.1③広報しようわ

j
健
康
づ
く
り
の
主
役
は

あ
な
だ
自
身
で
す
j



P いい汗流して

春の球技大会

第
四
回
地
区
対
抗

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ル
フ
大
会

優

勝

河

東

中

島

準

優

勝

西

条

一

区

三

位

上

河

東

女
ホ
l

ル
イ
ン
ワ
ン
が
過
去
最
高
の
三

十
六
回
も
出
る
な
ど
、
レ
ベ
ル
が
と
て

も
高
か
っ
た
今
大
会
で
し
た
が
、
優
勝

は、

ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
チ

l
ム
で
六

回
出
し
た
河
東
中
島
チ

l
ム
が
三
年
連

続
で
、
準
優
勝
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
チ
ー
ム
で
七
回
出
し
た
西
条

一
区
チ

ー
ム
で
し
た
。
三
位
は
上
河
東
チ
l

ム

で
し
た
が
、
上
位
三
チ
ー
ム
は
昨
年
と

同
じ
で
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
l
は
上
田
進
さ
ん
(
西
条

一
区
)

で
し
た
。

惨
誰

も ~一~一一一}ド吋一一カぜ

手
事至

で
き
る
グ
フ
ウ
ン
ド

コ
Jレ
フ

第
三
十
三
園
地
区
対
抗

卓

球

大

会

④ 平え4.7.1

優
勝
!
清
水
新
居
準
優
勝
|
西
条
一

区

三

位

|
築
地
新
居
・
河
西

女
個
人
戦
優
勝
者
(
酎
取
締
略
)

・

男

子

初

オ

代

米

倉

克

也

・

男

子

初

オ

代

中

島

敏

彦

・

女

子

初

オ

代

三

村

厚

子

・

男

子

刊

オ

代

堀

井

利

治

・
女
子

ωオ
代

望

月

久

美

子

・

男

子

日

オ

以

上

赤

池

好

一

女
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦

男

子

チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

米

倉

克

也

女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
望
月
久
美
子

※
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
男
女
各
年
齢
別

優
勝
者
の
決
定
戦
で
決
ま
り
ま
し
た
。

古
伝
統
あ
る
卓
球
大
会
で
は
、
昨
年
に

引
続
き
清
水
新
居
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
米
倉
克
也
さ
ん
が
五
年
連
続
で
、

女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
望
月
久
美
子
さ

ん
が
二
年
連
続
で
な
り
ま
し
た
。

広報しようわ

A好勝負が繰り広げられた車球大会



第
十
三
回
地
区
対
抗

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

築

地

新

居

準

優

勝

押

越

三
位
河
東
中
島
・
西
条
二
区

-R町の
代
表
チ

l
ム
の
エ

l
ス
久
保
田

投
手
を
擁
す
る
築
地
新
居
チ
ー
ム
は
、

若
い
選
手
の
活
躍
も
あ
り
、
こ
の
大
会

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、

健
闘
し
た
押
越
チ
ー
ム
で
し
た
。

第
三
回
地
区
対
抗

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

西

条

二

区

B

準
優
勝
|
西
条
二
区
A

三

位

|
西
条
一
区

B
・
上
河
東
A

女
各
地
区
か
ら
二
チ
l
ム
が
出
場
し
て

お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
予
選

リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
六
チ

l
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
駒
を
進
め
、
決
勝

戦
は
西
条
二
区
チ

l
ム
ど
う
し
で
行
わ

れ、

B
チ
l

ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

第
二
十
五
回
地
区
対
抗

町
民
コ
ル
フ
大
会

河

東

中

島

準

優

勝

築

地

三
位
l
西
条
二
区

優

勝

新
居

o
実
施
コ
ー
ス

E
の
公
園
清
里
ゴ
ル
フ
コ
i
ス

女
八
十
人
が
出
場
し
た
今
回
の
大
会
で

は
、
河
東
中
島
チ
ー
ム
が
三
団
連
続
で

優
勝
。
準
優
勝
は
健
闘
し
た
築
地
新
居

チ
l
ム
で
し
た
。
ま
た
、
新
ペ
リ
ア
方

式
で
行
わ
れ
た
個
人
戦
で
は
、
石
原
正

文
さ
ん
(
河
西
)
が
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

な
お
、
団
体
戦
は
各
地
区
の
上
位
成

績
者
四
名
の
打
数
を
合
計
し
て
争
わ
れ

ま
し
た
。

第
二
十
三
園
地
区
対
抗

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

企一般男子ソフトボール(押越対西条二区)

優
勝
|
河

西

準

優

勝
1

上
河
東
二
区

三
位
紙
漉
阿
原
・
河
東
中
島

-R攻守
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
河
西
チ

ー
ム
が
、
こ
の
大
会
七
年
ぶ
り
に
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、
河
東
中

島
チ
l

ム
の
七
連
覇
を
阻
ん
だ
上
河
東

二
区
チ

l
ム
で
し
た
。
河
東
中
島
チ
ー

ム
は
三
位
で
し
た
。

第
二
十
八
団
地
区
対
抗

野

球

大

会
(
雨
天
中
止
)

青空の下
さわやか

風・林・火・山に別かれて
熱戦必展開/ 父流

ー 第4田県スポーツレクリェーション祭ー田和町スポーツ少年団 ーー

8 司包~ 成
-
~ 

五
月
の
下
旬
に
は
、
東
山
梨
、
東
八

代
地
区
を
主
会
場
に
県
ス
ポ
レ
ク
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
お
よ

そ
八
十
名
の
み
な
さ
ん
が
出
場
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
や

地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

山
梨
市
で
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
は
、
町
の
ソ
フ
ト
バ
レ

l
部

員
を
中
心
に

二
十
四
名
が
四
チ
l
ム
に

分
か
れ
て
出
場
し
、

三
チ
l
ム
は
予
選

リ
l
グ
を
勝
ち
抜
き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
は
、
写
真
の
元
全
日
本
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
選
手
・
旧
姓
矢
野
広
美
さ
ん

他
四
人
が
出
場
し
、

華
麗
な
プ
レ

ー
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
、
第
六
回
昭
和
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
運
動
会
が
、
西
条
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
昭
和
町
に
は
八
つ
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

運
動
会
は
、
と
か
く

一
つ
ひ
と
つ
の
団

ご
と
の
活
動
に
な
り
が
ち
な
現
状
を
考

え
、
単
位
団
を
離
れ
て
、
町
の
ス
ポ
|

ツ
少
年
団
全
体
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

4
l

昭
和
六
十
二
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い

7
A
斗

る
も
の
で
す
。

成

当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
肌
寒

い

天

平

候
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
と
保
護

者

狗

約
二
百
人
が
こ
の
運
動
会
に
参
加
し
、
広

風
・
林
・
火
・
山
の
四
つ
の
チ
ー
ム
に
札

別
れ
、
綱
引
き
な
ど
の
競
技
を
行
い
ま
広

し
た
。

⑤



昭和町からのお知らせ

県存・市役所・町村役場でも私
立
幼
稚
園

就
園
奨
励
費

の
お
知
ら
せ

本町でも 、 6月定例議会のなカ、で議会の議決を

いた fごきましたので、県及び県下の市町村と同様に、

8月|日からすべての土曜日を休ませていた fごきます。

町民のみなさんのご‘理解とご協力をお願L、します。

なお、休み中でも役場には宿日直者が勤務してい

ますので、緊急、の場合には

ft75-2 II Iまでご連絡 <t.ごさ L、。

82.600円以下の世帯

82.600円

90.800円

ノノ

平成4年度の

町民税の

所得割が

対象世帯

3歳 児

4歳児

5歳児

rn~~ 窃~~回母自も
白鳳申窃曾 Q 自~~~号詰Z

ノノ

対象児

3歳 児 昭和63年4月2日~平成元年4月T日生

4歳 児 昭和62年4月2日~ 昭 和63年4月T日生

5歳児 昭和例年4月2日~ 昭 和62年4月T日生

押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築
・
改
修
の

起
工
式
が
、
六
月

一
日
押
原
中
学
校
で

と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
四
階
建
て
の
校
舎
は
、
昭
和 企工事の安全を祈願して

五
十

一
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
生
徒
数
が
増
え
、
校
舎
建
設
以
来

十
五
年
が
経
過
し
た
現
在
、
普
通
教
室

が
不
足
す
る
状
態
と
な

っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
校
舎
増
改
築
の
工
事
で
は
、

現
在
あ
る

一
階
建
て
の
木
工
室
を
取
り

壊
し
、
そ
こ
へ
新
た
に
四
階
建
て
の
校

舎
を
建
て
る
予
定
で
す
。
二
つ
の
普
通

教
室
や
音
楽
教
室
二
部
屋
の
他
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
教
室
な

ど
、
時
代
に
対
応
し
た
教
室
も
造
ら
れ

ま
す
。
こ
の
他
、
職
員
室
の
整
備
や
、

校
舎
の
外
壁
の
色
の
塗
り
変
え
な
ど
も

同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

新
し
い
校
舎
は
、
今
年
度
中
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
ヘ

農
事
賃
金
標
準
額
が
決
ま
り
ま
し
た

平成4年度

昭和町農事賃金標準額
単位 :円

種 Bリ 摘 要 標準額 備考

5青大型トラクター 12.500 ほ場整備

イモ 及び耕運機
10 a 

13.500 その他

培土の場合 8.000 ほ場整備
耕 運

5割増、 10a 9.000 その他

雇 人 7日 7.000 

9.000 ほ場整備
機 械田植 10 a 

10.000 その他

9.500 ほ場整備
1インター 10 a、ひも付

稲 10.500 その他

刈 17.500 lま場整備
コンパイシ 10 a 、乾燥まで

18.500 その他

1見 穀 10 a、脱穀のみ 8.000 問は雇手主などで

水稲 ・育苗 7枚、種別 630 

※ 1 日の労働時間1~8 時間とする。

⑥ 

本
町
に
は
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、

私
立
幼
稚
園
に
在
国
す
る
三
歳
児
・

四

歳
児

・
五
歳
児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

の
納
め
る
保
育
料
が
、

二
疋
の
条
件
を

満
た
す
場
合
に
減
免
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

各
幼
稚
園
を
通
じ
て
申
請
書
類
を
配

布
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
七
月
十
日
ま
で
に
、

教
育
委
員
会

(宮
内

3
7
3
7
〉
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

N
H
K
学
園
の
生
涯
学
習

通
信
講
座
で
学
習
を

広報しようわ

7
月
は

労
働
者
派
遣
事
業

適
正
運
営
推
進
月
間
で
す

平成4.7.1

労
働
者
派
遣
事
業
は
、
労
働
大
臣
の

許
可
を
受
け
、
ま
た
は
届
出
を
行
っ
た

派
遣
元
事
業
主
に
限
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
行
う
こ
と
の
で
き
る
業

務
は
、
事
務
用
機
器
操
作
、
受
付
、
駐
車

場
管
理
な
ど
十
六
の
適
用
対
象
業
務
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
、
許
可
・

届
出
を
行
っ

た
派
遣
元
事
業
主
か
ら
、

「事
業
対
象
業
務
」
の
範
囲
内
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

相
談、

お
問
合
せ
は
、
ハ

ロ
Il--

ワ
i

ク
甲
府

(甲
府
公
共
職
業
安
定
所
)
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。
宮
MM
1
6
0
6
0

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
秋
期
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す。

0
申
込
み
受
付

七
月
三
十

一
日
ま
で

O
案
内
書

(無
料
)
を
ご
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
で
住
所
・
氏
名
明
記
の
う
え

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

一T
m
l
旧

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
l

一ニ

N
H
K
学
関
8
E
幻
係
宛

6

合

(
0
4
2
5
)
η
1
3
1
5
1
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下水道 ④ 

負担金と工事予定

来
年
四
月
の
下
水
道
使
用
開
始
(
一

部
地
域
)
に
向
け
て
、
シ
リ
ー
ズ
四
回

目
の
今
回
は
「
受
益
者
負
担
金
」
と
、

舎
年
度
の
下
水
道
工
事
予
定
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

制
度
と
は

下
水
道
が
完
備
さ
れ
る
と
、
台
所
な

ど
の
生
活
汚
水
を
衛
生
的
に
排
除
で
き
、

水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
が
可
能
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
町
の
環
境
衛
生
そ
の
も

の
が
大
き
く
向
上
し
、
下
水
道
の
な
い

地
域
に
比
べ
て
土
地
の
付
加
価
値
が
あ

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ば
下
水

道
は
、
地
域
の
価
値
を
決
め
る
貴
重
な

財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

'-2 

一
般
の
公
共
施
設
(
道
路
、
八
ム
固
な

ど
)
は
利
用
者
が
不
特
定
多
数
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
通
常
は
全
額
公
費
で
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
下
水
道
事

業
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
区
域
内
の
み

に
巨
額
の
建
設
費
用
を
か
け
て
建
設
さ

れ
る
事
業
を
、
補
助
金
を
除
い
て
全
額

公
費
で
賄
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
施
設
の

設
置
に
よ
り
、
直
接
利
益
を
受
け
な
い

方
に
も
同
じ
よ
う
に
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
負
担
の
公
平
を
欠

く
下
」
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
利

益
を
受
け
る
み
な
さ
ん
に
建
設
費
の

一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
よ

っ
て
下
水
道
の
建
設
を
さ
ら
に
促
進
し、

快
適
な
環
境
、
利
用
価
値
の
高
い
地
域

づ
く
り
を
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
が
「
受
益

者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

-
R
-
R
-
R
 

昭
和
町
で
は
、
来
年
度
よ
り
、
四
年

四
月
下
水
道
使
用
開
始
区
域
を
は
じ
め

と
し
て
、
受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し
て

い
く
予
定
で
す
。

徴
収
区
域
、
徴
収
時
期
、
負
担
金
額
、

ま
た
納
付
方
法
、
一
括
納
付
報
奨
金
、

徴
収
減
免
猶
予
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
の
下
水
道
審
議
会
に
お
い
て
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
そ
の
後
町
議
会
の
議

決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

o 

今
年
度
の

下
水
道
工
事
予
定

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
使
用
開
始
区
域
と
な
り

ま
す
。

今
年
度
は
、
河
西
地
区
を
中
心
に
左

図
の
と
お
り
、
下
水
道
工
事
を
行
う
予

定
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
森
か
げ
の
家

マ
l
テ
ィ
ン
・
ウ
ォ
デ
ル

パ
ル

コ
出
版

0
逆
立
ち
の
で
き
る
ロ
バ

高

木

剛

フ
ェ
リ
シ
モ
出
版

町
立
図
書
館
か
ら

合
月
の

お
す
す
の

図
書

【
一
般
図
書
}

O
さ
れ
ど
、
か
す
み
草

藤
堂
志
津
子

実
業
之
日
本
社

O
熔
印
の
森

大
沢
在
昌

実

業
之
日
本
社

0
5
年
目
の
魔
女

乃
南
ア
サ

実
業
之
日
本
社

O
午
後
の
自
画
像

五

木

寛

之

角

川

書
庖

O
ホ
!
カ
ス
・
ボ
ー
カ
ス

カ
l
ト
・
ヴ
ォ
ネ
ガ

ッ
ト

早
川
書一
房

{
児
童
図
書
}

O

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
王
様

那

須

田

淳

講

談

社

。
セ
ッ
タ
ー
は
お
れ
だ

茨

木

昭

岩
崎
書
庖

O
ビ
タ

l
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

M
・
プ
レ
ス
ラ
ーさ

え
ら
童
旦房

平え4.7.1⑦広報しようわ



はっびいたいむ

つくる喜びを求め

陶芸に挑戦

〈押越〉良子さん三神

ふ
フ
月
は
、
昨
年
か
ら
陶
芸
を
始
め
、

現
在
八
十
三
歳
と
高
齢
な
が
ら
、
町
の

文
化
協
会
陶
芸
部
に
所
属
し
、
仲
間
と

一
緒
に
陶
芸
を
楽
し
ん
で
い
る
三
神
良

子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
寒
い
の
に
よ
く
来
た
じ
ゃ
ん

け
」
「
な
に
な
に
、
み
ん
な
と

一
緒
に

つ
く
る
の
が
楽
し
み
だ
し
、
前
に
つ
く

っ
た
の
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た

ん
で
、
今
度
は
う
ま
く
つ
く
ろ
う
と
思

っ
て
ね
」
三
神
さ
ん
は
そ
う
言
い
な
が

ら
土
を
ね
り
始
め
ま
し
た
。

昨
年
の
八
月
か
ら
行
わ
れ
た
陶
芸
教

室
に
は
、

三
十
人
を
越
す
人
た
ち
が
年

齢
の
違
い
や
男
女
の
差
な
く
、
い
つ
も

熱
心
に
土
に
「
ゆ
め
」
を
託
し
て
頑
張

り
ま
し
た
。

三
神
さ
ん
は
そ
の
陶
芸
教

室
に
参
加
し
た
中
の

一
人
で
す
。
三
神

さ
ん
は
、
土
を
ね
る
手
つ
き
が
よ
く
、

指
先
が
と
て
も
や
わ
ら
か
く
、
茶
わ
ん

の
形
づ
く
り
ゃ
高
台
取
り
に
他
の
人
と

の
年
齢
差
も
見
ら
れ
ず
、
立
派
に
つ
く

り
あ
げ
て
い
ま
す
。

始
め
は
ま
ず
湯
の
み
茶
わ
ん
を
つ
く

り
ま
し
た
。
次
は
筆
立
て
を
、
そ
の
次

は
小
さ
な
花
ぴ
ん
や
ょ
う
じ
立
て
、
そ

れ
か
ら
茶
、
」
ぼ
し
を
つ
く
り
ま
し
た
。

今
は
著
立
て
で
す
。
出
来
上
が
り
が
よ

け
れ
ば
食
卓
の
上
に
置
き
た
い
そ
う
で

す。

「
い
く
ら
つ
く
っ
て
も
上
手
に
で

き
ま
せ
ん
が
、
基
礎
を
し
っ
か
り
習
っ

て
い
れ
ば
、
他
の
物
へ
も
子
が
出
せ
る

と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。L
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
私
に
は
四
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す

の
で
、
『
夫
婦
茶
わ
ん
』
を
つ
く
っ
て

あ
げ
た
い
、
こ
れ
が
今
の
課
題
で
す
。

思
う
よ
う
な
も
の
は
な
か
な
か
つ
く
れ

ま
せ
ん
が
、
仲
間
の
み
な
さ
ん
の

一
人

ひ
と
り
の
つ
く
り
方
を
見
な
が
ら
、
質

問
し
た
り
技
法
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど

し
て
、

楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
私
の

願
い
で
す
U

一二
神
さ
ん
は
そ
う
言
い
な

が
ら
、
仲
間
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
、
充
実
し
た
生
き
が
い
を
求
め
て
い

ま
す
。

企自分でつくった茶こぼし、本たて、花びんを前に

岳

ねぎ 100g ハム薄切り 100g 
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旧う

‘
司
同
圃
'

)

g
引

よ

'
J
J
'
'
V
分

∞
ズ
心

t
'
W人
2

一
こ

1

4
や

チ

(

ち

用

料

ぽ

ザ

材

か

ピ

塩

-作り方

① かぼちゃはせん切りにし、ハムも半分に切ってせん切りに、

ねぎは縦半分にし斜め薄切りにします。

② ①にチーズ.塩.こしよう.ナツメグ各少々を混ぜます。

③ 春巻きの皮を三角に切り、のり用に片栗粉大さじ2杯くら

いを水でよく溶きます。

④ 春巻きの皮の長い辺を手前にして、片側から三角すいにな

るように折り、端をのりでi上めます。上の万から材料を入れ、

三角の皮の部分にのりをつけ、手前に折って口をとじます。

⑤ 高温の油で皮がかりっとするまで揚げ、油をきり盛りつけ

ます。そして、パセリなどを飾ります。

か
ぼ
ち
ゃ
の
春
巻
き

栄養改善推進員

小野間宣子さん

| ちょっと一言 I 
高温の油でカリ ッと揚げるのが

コツ…。春巻きを包み終えたら

すく揚げられるよう揚げ油の鍋

は早めに火にかけておきましょう 。

(河西)

略 法 子 ・ 身、 神草定幾 水 杭 若 雑草 梅格青 羽 風 前j 歌読集 夜半でま娘しこ堂ピの‘娘ー出 物 渇 冬 黄電きかj 白根目の 孫、 'u 

のてのにス机のもで 怖れ枯令語らのの川英吉 渇同 ひに会積牢 L の は

面 4王朝蛙を作主 主 ' 1 L じのの剤番す は 稜 芋 芽 司 は ろ L d むろ知むすτ ヲー

にて子読オ丁 るすて畑日も中柿の せ 一次梅にげむ 如幼子吾 北 、，
息 ニはむちど τえのかせ州の毒浪消るわ 皮傑が溢組硫毒消 く 来をがににの ヨ・

ぬ十上声 ニヲ息にき 空け餌ずに本 木 L 3~ む の 盛 オ し び 黄 目 転 阜 白 拾顔寄せ 歩主皮主 フ銀五人のむ，母なにて サに 枯くきけ坂り咲立は手ロ せい 立

婚年 と高穴子親お草7 も あ ギ や ののあてばをよきつ春を も て 読 ちに

ほ札のならにに 腹 仕きのわ寡は 昼 れ 青 む そ 上 再 た エ 折は風すみ声高く て余念な
の春りか印す 手 か 上りつら ば のりびりと呼々ゆを 居

3・日秋 に イ云 か げ ぬがかこ 矩 下ぬを くぶにく初る る

フにを L 、 え ん る」、 くく タ達 :/ Lコ る く
て

来し
と イ主 ク し

短み て フ

メ

i度 山 4公 イ呆
藤内 要I宅弓子 鷹要子

村三b 原桑
輿 河回手/ 今j宰 井 イ藤チ子 磯部 歌i忍 下 同 主反 石 上

美 〆3、 当 -'> み
1系~

子津 子j靖 )1頂 く
4久1. 

久 丑 t:' 女子子 玉 よ 艮 イ与言
子 子 次 イミ 点在

p宍主、 イえ 4え 子 pエ

⑧ 平成4.7.1広報しようわ
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保坂まみ ちゃん

・H3.1. 17生 (上河東二区)

・ (父)真司・(田)春美

ん

)

子

や

東

い

ち

河

せ

お
央

小山由

ま
盲
六

加

佐

藤

日
川

伊

川た
は

•• 
ま き

金子真希 ちゃん

• H3. 10. 26生 (土河東二区)

・ (父)伸史・(田)久美子

親カ、ら一言 毎日ガ変化の日々、色々な

芸を見せてくれます。なかでも足しゃん

しゃんが18番です。誰からも好かれ、笑

顔ガ素敵なそんな女性に育って欲いです。

~量111

医l宮古|メ|
犬病院給食の

調理について
山梨医科大学医学部附属病院

主任調理師 小笠原一明

病
院
の
食
事
は
治
療
の

一
つ
で
あ
る

と
共
に
食
事
教
育
の

一
環
で
も
あ
り
ま

す。

ま
た
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
食

事
は
最
大
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

い
く
ら
栄
養
の
あ
る
食
事
で
も
、
食
べ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ん
に
も
な
り
ま

せ
ん
。病

院
給
食
で
の
技
術
は
、
多
く
の
制

約
を
受
け
る
中
で
優
れ
た
応
用
性
が
求

め
ら
れ
る
点
で
は
、
健
康
人
の
食
事
を

作
る
場
合
よ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
優
れ

た
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
病
人
食
の
調
理
は
、
専
門
性
の
あ

る
高
度
の
味
覚
を
追
求
し
た
調
理
技
術

の
上
に
、
衛
生
的
な
配
慮
と
、
治
療
栄

養
を
守
る
た
め
の
料
理
の
リ
欠
如
を
カ
バ

ー
で
き
る
応
用
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
す
ば
ら
し
い
食
事
の
条
件
と
し
て、

一
、
素
材
の
鮮
度

二
、
作
り
た
て
の
美

味
し
き

三

、
き
れ
い
な
盛
り
つ
け
(
見

た
目
の
よ
さ
)
四
、
料
理
に
合
っ
た
食

器
の
選
択
五
、
喫
食
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
づ
く
り
等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
病
院

ω
刃
旬
雪
⑥
ラ

一

平
成
四
年
五
月
一
日
j
五
月
三
十
一
日
込
康
介
(
保
徳
)
①
上
河
東

マ
小

一

ま
で
の
届
出

(敏
柿
略
)

田
切
瑞
希
(
進
こ

マ
武
井
悠
里
那

一

古

川

お

誕

生

大

(
恒
夫
)
①
上
河
東
二
区

マ
荻
野

一

直
樹
・
里
香
(
正
樹
)

(
)
内
は
保
護
者

・

①
西
条
一
区
マ
藤
森
春
奈
(
功
)

・

ご

結

婚

・

①
西
条
二
区

マ
丸
山
健
太
(
修
)

マ
井
口
友
太
(
俊
弘
)
マ
小
池
舜
①
西
条
二
区

(
勝
)
マ
宮
本
朔
太
(
学
)
①
清
水

マ
内
藤
克
己
・
武
井
晴
美

一

新
居
マ
野
田
麻
衣
花
(
秀

一
)

①

①

築

地

新

居

一

押
越
マ
金
丸
栄
子
(
博
昭
)
①
築

マ
深
津
金

一
・
笠
井
美
和

一

地

新

居

マ

野

沢

尭

(

俊

二

マ

中

マ

石

川

一
彦
二
呂
川
真
由
美

一

の
食
事
も
当
然
、
」
れ
ら
の
配
慮
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
食
物
は
、
舌
だ
け
で
な

く
目
と
鼻
で
も
た
べ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

栄
養
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
色
ど
り
、

形
な
ど
の
外
観
の
美
し
き
と
、
香
り
や

昧
と
の
調
和
も
大
切
で
す
。
特
に
入
院

時
(
疾
病
時
)
は
健
康
時
と
異
な
り
、
上

の
条
件
の

一
つ
で
も
欠
け
る
と
食
欲
の

減
退
を
き
た
し
、
せ

っ
か
く
、
病
状
に
応

じ
て
立
案
さ
れ
た
献
立
も
、
調
理
の
仕

方
や
盛
り
つ
け
如
何
に
よ
っ
て
は
美
し

く
も
醜
く
く
も
な
り
ま
す
。
献
立

|
調

理
ー
盛
り
つ
け
は
常
に

一
貫
し
た
重
要

な
業
務
で
あ
り
、
病
人
食
調
理
の
大
切

な
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

当
院
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
の
開

院
以
来
、
以
上
の
条
件
を
満
た
す
べ
く
、

従
来
い
わ
れ
て
い
た
病
院
の
食
事
の
冷

た
い
、
ま
ず
い
、

早
い
、
の
イ
メ
ー
ジ

を
と
り
除
く
た
め
、
献
立
の
内
容
は
勿

論
の
こ
と
、
調
理
は
手
作
り
の
料
理
を

基
本
と
し
、
盛
り
つ
け
作
業
に
も
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
、

当
時
と
し

て
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア

l
使
用
に
よ
る
ト
レ

l
フ
ィ
デ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
(
温
食
を
保
ち
な
が
ら
集

中
盛
り
つ
け
)
を
採
用
し
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
の
食
事
場
所
も
ベ

ッ
ト
上
の
喫

食
か
ら
、
お
互
い
語
り
合
い
な
が
ら
、

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
ら
れ
る
デ
イ

ル
l
ム
で
の
食
堂
形
式
を
採
り
入
れ
、

環
境
づ
く
り
も
整
備
し
ま
し
た
。
今
で

は
病
院
の
食
事
が
こ
ん
な
に
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
と
、

何
人
も
の
患
者
さ
ん
か
ら
嬉
し
い
お
言

葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
病
気
や
治
療
じ
対
す
る
不
安
を
少

し
で
も
食
事
で
カ
バ
ー
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
給
食
職
員

一
同
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

企
画
/
財
団
法
人

里
仁
会

平え4.7.1

①
河
西

⑨広報しようわ



ー)~ ~ lき)
0
日
時

七
月
二
十
六
日
(
日
)
:
・

一
日

八
月
二
十
三
二
二
十
日
(
日
)
:
・
半
日

0
日
程

第

一
日
・
形
づ
く
り

第
二
日
・
色
づ
け

第
三
日
・
作
品
渡
し

O
場
所

町
中
央
公
民
館
・

工
作
室

O
定
員

親
子
:
:
十
五
組

0
費
用

親
子

一
組

八

百

円

O
募
集
期
間

七
月
十
五
日
(
水
)
か
ら

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

O
お
申
込
み
は

昭
和
町
教
育
委
員
会

(
宮
内

1
3
7
3
7
)
ま
で

親日
子22
肉22
そFつ
~ ~ 

教皇
室会

実
際
に
ワ
ー
プ

ロ
を
使
い
な
が
ら、

基
礎
か
ら
実
用
的
な
使
い
方
ま
で
学
習

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

O
日
時

七
月
二
十
七
日
(
月
)
j

二
十
九
日
(
水
)
三
日
間

午
後
七
時
三
十
分
1
九
時
三
十
分

O
場
所

昭
和
町
中
央
公
民
館

O
定
員

十
名

O
講
師

ア
オ
ノ
ワ
ー
プ
ロ
教
室
講
師

0
募
集
期
間

七
月
十
三
日
(
月
)
か
ら

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

O
お
申
込
み
は

町
教
育
委
員
会

(
合
万

1
3
7
3
7
)
ま
で

管

受
講
者
募
集

窃

3
7白
川
ω昌

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
幼
児
・

小
学
生
の
水
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
団
体
を
対
象
に
救
急
法

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

O
期
間

七
月
(
期
間
外
で
も
要
望
が

あ
れ
ば
行
い
ま
す
)

南
消
防
署

(
岱
幻

1
1
9
0
)

O
お
問
合
せ
先

救
急
法
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
す

展段IR~Ø 悪事
fJ1ffsfheW 

県では、みなさんに県や地域の特色

ある施設などを見学していただき、み

んなで住みよい 『やまなし」を築くた

めにこの催しを実施しています。

Oコース 親子で学ぼうコース

ふるさと文化コ ース他

O募集人員 各コース 50人

O実施日時 8月4・5・7・18・26・27・

28日、 9月8・10日

O募集期間 前期 7月20日・ 8月 1日、

後期 8月25日まで

O詳しくは 県庁内県広報協会

峡中支部

(ft37 -1912) まで

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い

郵
便
又
箱
と
表
札

い
つ
も
郵
便
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
年
々
増
加
す
る
大
量

の
郵
便
物
を
迅
速
正
確
に
お
届
け
す
る

た
め
、
全
家
庭
に
郵
便
受
箱
・
表
札
の

設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
で
は
、
設
置

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
郵
便
受
箱
・
表
札
は
郵

便
局
で
も
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
不
在
配
達
通
知
書
を

窃
取
し
、
正
当
な
受
取
人
を
装
い
書
留

郵
便
物
を
詐
取
す
る
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
郵
便
受
箱
に
は
錠
を
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

田
富
郵
便
局
長

(
田
富
郵
便
局
企
刀
1
3
0
5
0
)

障
害
者
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
希
望
者

の
た
め
の
職
業
相
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

気
軽
に
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
障
害
が
あ
る
方
に
は
専
門
的
な

相
談
を
い
た
し
ま
す
。

0
日
時
・
場
所

・
七
月
十
四
日
(
火
)

山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
内

田
富
共
同
福
祉
会
館

・
七
月
十
五
日
(
水
)
竜
王
町
役
場

・
七
月
二
十
日
(
月
)
甲
府
市
東
公
民
館

・
七
月
二
十

一
日
(
火
)

山
梨
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

※
午
前
十
時

1
午
後
三
時
ま
で

O
お
問
合
せ

甲
府
公
共
職
業
安
定
所

(
宮
口

|
6
0
6
0
)

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

出
張
職
業
相
談
会

夏
休
み
の

一
日
、
水
道
局
の
パ
ス
で

水
道
施
設
の
見
学
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

O
日
時

七
月
二
十
八
日
(
火
)
・

八
月
四
日
(
火
)
の

二
日
間

O
見
学
先
荒
川
ダ
ム
・
平
瀬
、
用
水
場

。

費

用

無

料

0
募

集

人

員

小

学
三
年
生
以
上
の
親

子
十
五

組

計

三
十
名

0
申

込

方

法

は

が

き
に
住
所
・
氏
名

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年

・
希
望

日
を
明
記
し
て

甲
府
市
下
石
田
二
丁
目
二
十
三
ー

一

甲
府
市
水
道
局
広
報
係
ま
で

0
締
切
り

七
月
二
十
日
(
月
)
必
着

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

O
お
問
合
せ
は

甲
府
市
水
道
局
広
報
係

(
g
n
|
3
3
1
1
)
ま
で

参
加
者
募
集

親
子
水
道
教
室

R!I 
炎通事故

ご相談

E町内受通事故コ
発生件数」

「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==5月分--

|件 数 l負傷 |死者 i
T??7119人 11人
(?r|(一7)1(+1) 
( )内は、前月比 ‘ 

(西条・押原駐在的調べ)

国保ミ二だより-電話のご相談もお受けします

fi:0552-28-8335 (直通)
相談日 : 月曜から金曜午前 9 時半~12時

午後 1f持~ 4 時40分(祝祭日を除く〉

O専門の相談員1J親身になってこヰ毘炎|こ町じます

@弁護士相談目 : 毎月第3木曜日午後 T 時~4~寺

町が医療機関などに支払った

4月介の医療費は、約 3，104万1千

円です。 (前年同月比 15.9%の増)

病気の予防は、早

P明 期発見、早期治療

-HもA が大切です。むや

~J防fリ みな転医はつつし
fj~~ み、医療費を大切

~- にイ吏いましょう 。

社団法人日本損害保険協会

甲府自動車保険請求相談センター
甲府市丸の内 3-1 -6住友生命山梨ビル3階甲府調査事務所内 包05.

広報しようわ 平点4.7.1 ⑬ 



保健衛生だより

手し 児 健 康 吾ロ会ジ 査 昭和町総合健康診査のお知らせ

実施日 受付時間及ぴ地区 号白火-t; >l云ゴL ノl目し 場所
今年も町と JA (農協)が一体となり、総合健診を実施します。

自覚症状がないまま、 しのぴよる成人病。だからこそ、定期

午後4時00分-1時30分
平成 3年 6月 FψF心r、白、 的な健診で自分の健康状態を把握しておくことが大切です。

(西条地区)
出生児

健診は健康管理のスタートライン、大いに受診して下さい。

ア月16日 午後?時30-2時00分 メ口入

(木) (押原地区) ムヱエ

砂実施日・会場・受付時間 安田の会場では歯科俊診も実施します。

午後2時00分-2時30分
平成 3年 9月 実 施日 対象地区 メ~ 場 時間

(常京地区)
出生児 官官

7月T日体) 西 条 一 西条二区第一公会堂一 区

2日(木) 西 条 新 田 西条新田公会堂

実施日 受付時間及ぴ地区 雪口火7ケ ニヱIゴL ノl臼し 場所 3日(蛍 築 地 新 居 築地新居公会堂 午

午後T時00分-1時30分
平成 3年12月 t土1'，公b 

4臼(土) 西条一区 ・西条二区 *西条小体育館 隠リ

(西条地区)

7月21巴 午後2時00分-2時30分
出生児 ρ口、 5臼(日) 西条地区・押 越 *総 4亡bコ、 4Z2ミb、 皇宮 8 

(火) (押原地区) メヱ込エ
6 E3(月) 河 東 中 島 )) 時

平成 4年 3月
午後3時00分-3時30分

出 生 児 査官
ア巴(火) 紙 漉 阿 原 紙漉阿原公会堂

(常永地区) 8日(水) 上河東・上河東二区 主河東公会堂 10 

西条地区 西条 一区西条二区清水新居西条新田
9日(本) j青 水 新 居 女清水新居公民館 時

押原地区 押越河東中島紙漉阿原
10自信自 河 西 ・飯 喰 *常永児童館 30 

常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 12E3(日) 中島・阿原・常京地区 女総 4Eb コ z色玄、 皇官 分

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル
日日(月) ?甲 越 ノノ

14日(火) (予備 8) ノノ

因子手帳~イ寸及び一般健康相談日
{内容]

日 時 7月6日(月) 午後T時30分---4時 1 .一般健診
ア月18日(土).27日(月) 午前9時~竹時30分 診察・ 血液検査・検尿・ 血圧測定・眼底検査・心電図など

場 所総合会館 健診の基本項目です。
※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。
2.胃レントゲン

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
胃がん・胃かいよう・十二指腸かいようなどの検査です。

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい 3.超音波(エコー)

ますのでお気軽にお出かけ くださし、。 肝臓・胆のう・すい臓・腎臓などの検査です。無痛・無害

で多くの病気を発見できます。

3 歳 児 健 康 曇ロ合ジ 査 4.大腸がん横査

実 施 日 7月23日(木)
2日分の便をス ティックにと っていただき、潜血反応をみ

受付時間午後1時-1時30分 ます。

場 所総合会館 5.胸部レントゲン

該当児平成元年 5月 1日~平成元年 6月30日までの出生 結核・ 肺がんの検査です。15歳以上の方は法律で義務づけ

児、及ぴ前回未受診児。 られていますので、必ず受診しましょう 。

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて ※ かくだん横査

の質問票 喫煙指数により対象者のみ後日実施します。

※尿検査がありますのでご承知下さい。

乳 児 整 野ラ 外 科 模 電面μ2示9、 {注意事項]

-胸部レントゲンのみの受診者の方へ.グ

実 施 日 7月22巴(水) 1 .結核レントゲンは、午前11時30分で終了します。

受イ寸時間 午後T時-1時30分 2.結核予防法により 15歳以上の方は年 1回必ず受診しなけ

場 所総合会館 ればなりません。

該当児 平成 4年 3月 1日-4月30日までの出生児。 3 .学校・勤務先または病院などで受診された方・受診され

持ち物母子手帳 る方は町の健診を受ける必要はありません。この他、何

らかの理由で受診できない方は配付いたします受診票に

飼えなくなつだ犬猫収集日 必要事項を書きこみ、役場健康福祉課、 または健診会場

へ提出 してください。

日時 7月3日 ・17日(金)午前10時50分-10時55分 4.どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必

場所総合会館前 ず持参してください。
※収集車がくる までは飼主もいっしょにいてくださし」 また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか
※お問合せ昭和町役場健康福祉課宮75-2111

り封をしてください。

⑪広報しようわ 平点4.7.1
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13¥みつき

文月

水 Wednesday!木 Thursday

f露 12奇
半夏生

フ月のこよみ
日 Sunday I月 Mondayl火 Tuesday

平成4年(1992年)

飼えなくなった
犬・備の収集日

初心者ゴルフ教室

(中央公民館)

J
u
n
jyω

，
 

ぺd

峰、ru
d
一ru均
-v

行政相談

(中央公民館

午後 l時-)
心配ごと相談

(総合会館

午後 l時-)

ア月21日---8月31日
ふれあいと

ゆとりでつなごう

無事故の輔 什P参照)

8言 11室

総合健診(午前8時~正午

10強先
勝

F

暑

タ

.4r
ード

レ
し

63 

結婚相談

(総合会館

午後 1-3時)

役場閉庁

寝たきり老人入浴|初心者ゴルフ教室

サービス(総合会館)1(リバーサイドゴルフ

練習場)

心配ごとキ目i表
(総合会館

午後 1時-)

初心者ゴルフ教室図書館休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

総合会館

温泉定休日

11 p参照)総合健診(午前8時~正午

ー-

18百17~ 16強15 ~ 14奇13露12百
勤労青少年の日

子どもアニメ映画全

(町立図書館)

リハビリ 教室

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

飼えなくなった
犬・描の収集 目

安産教室

(総合会館)

初心者ゴルフ教室

やぶ入

ほん送り

乳児健康診査

(総合会館)

ほ、ん

中元

行政相談

(中央公民館

午後 1時 -)
心配ごと相談

(総合会館

午後 I時-)

初心者ゴ/レフ教室

クラブ対抗野球

閉幕~

ぼん迎え火

図書館休館日郡体育祭り

(玉穂町)

11 p参照)

19議
土用

25露24百
地蔵ばん

土用の丑

23室仏
滅24M 

• 
21 ~ 

総合健診(午前8時~正午

20吉
海の記念日

‘ 

役場開庁

ふみの日

寝たきり老人入浴|初心者ゴルフ教室

サービス(総合会館)

3歳児健康診査

(総合会館)

心配ごと相談

(総合会館

午後 1時-)

乳児整形外科検診

(総合会館)

館
室

会

教

A
口
フ

公
心

'レ

'
リ
常
m

T

P

ノ

(

ゴ者ド
し初

点
火
館

相
民

日

張
公

館

出

央

休

故

中

館

事

(

書

通
図

交

手し児健康診査総合会館

温泉定休日

31奇30 ~ 29 ~ 28詰27 ~ 26 ~ 

ふ ーにふβ?

都

図書館休館日

21 
，心配ごと本目;炎

(総合会館

午後 l時-)
リハビリ教室

(総合会館)

図書館休館己

安産教室

母子手帳交付及ぴ

崎支健康相談日

(総合会館)

ワープロ教室(中央公民館)

初心者ゴルフ教室親子陶芸教室

(中央公民館)

号
ー-‘ 

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたし ません

ので次回の収集日をご利用 ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

くださ ~'o

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。

※収集日の当日 午前8時30分までに出してください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

だきし、。

※台所のゴミは水切りをして出してください。

押 河紙築飯河上上

東漉地 河
河 東

中阿新 一

越島原唐喰西東区

毎週月・木曜白

2日・ 6日.9日・13日.16日

20日・ 23日.27日 ・30日

密月第T水曜日第3水曜日

西

条

区

毎週火・金曜日

3日 .7日・ 10日・ 14日

17日.21日.24日.28日・31自

信月第2水曜日第4水曜日

15日4日22日8日

⑫ 

西

条

新

田

清

水

新

居

西

条

二

区
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